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主論文 

27-Hydroxycholesterol regulates human SLC22A12 gene expression through estrogen receptor 

action 

 

27 ヒドロキシコレステロールはエストロゲン受容体を介してヒト SLC22A12 の発現を

制御する 
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論文審査の要旨 

 

 高尿酸血症は、近年メタボリック症候群のリスク因子として再評価されている。血中

尿酸値の増加の一因として、尿酸再吸収を行う尿酸トランスポーターURAT1 の発現亢

進が注目されている。本研究では、動脈硬化症例で増加している 27-hydroxycholesterol 

(27HC)が有するエストロゲン様活性が、エストロゲン受容体を活性化し URAT1 遺伝子

プロモーターのエストロゲン応答配列を介して URAT1 の発現を促進していることを明

らかにしている。 

 公聴会では、27HC の血中濃度や高尿酸血症における尿酸排泄因子の重要性に関する

質問に対し、個人差があるものの血中濃度が数 μM に局所濃度は数 mM に達すること、

および、高尿酸血症の 90%に尿酸排泄低下が関与することなど、適正な回答がなされた。 

 本研究では、27HC のもつ血中尿酸上昇作用機序を明らかにしており、高尿酸血症と

メタボリック症候群との分子生物学的関連を示し、新たな治療標的の可能性を示唆した

重要な研究である。  
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに相分離生物学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 

 

 

令和 3年 3月 9日 

 学位審査委員長 

 分子腫瘍病理学 

教授 國安 弘基 

 学位審査委員 

 口腔・顎顔面機能制御医学 

教授 桐田 忠昭 

 学位審査委員(指導教員) 

 相分離生物学 

准教授 森 英一朗 

 


